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　バッテリーのみで走行する蓄電池車は過去にドイツや
日本でも存在したが，鉛蓄電池式のため充電時間が長く
車両運用面で制約があったり，充電の度にバッテリーご
と交換するなど保守上の手間が必要であったりした。リ
チウムイオン二次電池などの急速充電可能な電池を用い
た架線レス電車ならば，停車中に急速充電を行なうこと
で無架線区間の連続走行が可能となる。そこで，剛体架
線からパンタグラフを介してバッテリーを急速充電する
方式を開発した。途中駅停車時の旅客乗降中の充電を想
定して，集電電流1000Aを40秒通電した場合の剛体ト
ロリとパンタグラフ摺板の充電接触点の温度上昇や溶着
防止の確認を部材の組合せを変えて行なった。また，試
験用LRVを用いてバッテリー充電電流1000Aで60秒の
停車中充電を行なった。短時間の急速充電によって充電
できるエネルギー量と走行可能距離など，開発内容と試
験結果について報告する。

（鉄道総研報告，2008年9月号） 直流1500V剛体架線下でのバッテリー充電電流
1000Aによる停車中急速充電


